
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

飯田しづえさんは、豊中で初めて市議になった女性です。「二度と戦争をしてはいけない」と 

いう強い意思で地域の女性たちとともに歩んだ飯田さんが逝かれて早 20年。豊中にも女性の議

員は増えてきましたが、この国は 146カ国中でジェンダーギャップ指数は 116位、政治分野で

は 139位（2022年）というひどい状況であり、改善のための早急な取組みが必要です。 

女性は半数以上が非正規雇用で、コロナ禍の中、自殺者が増加しています。ウクライナでの戦 

争は続き、日本も「新しい戦前」と言われています。平和でないとジェンダー平等は実現できま

せん。女性や平和の運動を続けながら議員活動もされた飯田さんに今こそ学ぼうと、企画しまし

た。どなたでも、議員をめざしたいと思っている方も、ぜひご参加ください。 

 

 

 

飯田しづえさん （1909.11.10～2003.3.29） 

大阪市生まれ。18才で小学校教員に。退職後、洋裁を身に

付けて店を持ち、戦争へと向かう中で社会や生活のことを

学ぶ「生活教室」の活動。戦後は、女性たちと共同子育

て、洋裁教室、料理教室、女性や社会の問題の学習会な

ど、豊中で多彩な活動。1950年に豊中市婦人団体連絡会を

結成、52 年会長に。伊丹基地反対や原水爆禁止などの平和

運動にも参加。1955年 4月、豊中市議に初の立候補でトッ

プ当選、1987年 3月まで 7期務めた。（途中 1回落選） 
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